
 
 

皆さんは「日本刀」と聞くと何を思い浮かべますか？ 

「刃物だから怖い」「最近流行っているみたいだけど良さがよくわから

ない」「なんだか難しそう」と思う人が多いでしょう。 

確かに、日本刀は見方も説明の言葉も少し特殊です。同じ美術品でも

水彩画、水墨画、油絵などの絵画のように見てすぐに違いがわかるとい

うものでもありません。 

しかし、日本刀とは我々日本人の一番近くで、今日まで続く日本の歴

史を守ってくれた存在です。 

一度その奥深さを知ると、骨董品や絵画などに劣らぬ歴史の輝きを感

じることができる素晴らしい美術品です。 



 

刀を見ることによって、その持ち主の歴史、時代の移り変わりなども見

えてきます。 

確かに人の命を絶ち切ってきた“武器”としての面もありますが、一

方で神社に奉納され御神体となったり、戦国時代ではよい働きをした家

臣への褒美の品として与えたり、一家の家宝として何世代にも渡って愛

されてきたりと、見る角度によって顔が変わる、実に様々な面を持って

いる美術品といえるでしょう。 

今回の展示で気に掛けたことはとにかく「日本刀を知ってもらうこと」

です。 

ご覧いただける刀は一振りと少ないですが、この展示を機にほんの少

しでも日本刀に興味を持ってくだされば、幸いです。 

 



 

刀剣とは、鋼を鍛錬
たんれん

し、日本独自の方法で作られた

刀の総称です。

古くは古墳時代まで遡りますが、現在の形となった

のは平安末期からです。 
 

一言に刀剣と言っても種類は様々。 

大まかに剣
つるぎ

、短刀
た ん と う

、脇差
わきざし

、打
う ち

刀
がたな

、太刀
た ち

、大
おお

太刀
た ち

、

槍
や り

、薙刀
なぎなた

に分類されます。 

この章では、剣から薙刀までを簡単に紹介します。 



   

刃 は

長
ち
ょ
う

に
関
わ
ら
ず
、
左
右
対
称
に
造
ら
れ
た
反
り
の
な
い
両

り
ょ
う

刃 ば

の
刀
剣
。 

日
本
で
は
、
古
墳
時
代
ま
で
は
実
戦
に
用
い
て
い
た
。 

し
か
し
、
平
安
時
代
以
降
は
儀
式
や
仏
像
の
持
ち
物
に
用
い
る
な
ど
、
特
殊

な
用
途
の
為
に
の
み
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
刀
剣
の
中
で
も
ひ
と
際
神
聖

視
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。 

 

 



   刃
長
1
尺
（
約
30
㎝
）
以
下
の
短
い
日
本
刀
。 

反
り
の
少
な
い
平
造

ひ
ら
づ
く

り
の
も
の
か
ら
剣
の
よ
う
に
左
右
両

り
ょ
う

刃 ば

造 づ
く

り
の
も
の

ま
で
あ
る
。
女
性
や
子
ど
も
の
守
り
刀
（
懐

ふ
と
こ
ろ

刀
が
た
な

）
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、

戦
場
で
の
組
討
ち
に
使
わ
れ
た
り
と
、
日
本
刀
の
中
で
も
、
最
も
用
途
と

姿
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
刀
。 

 



   刃
長
1
尺
（
約
30
㎝
）
以
上
～
2
尺
（
約
60
㎝
）
未
満
の
日
本
刀
。 

刃
を
上
に
し
て
腰
帯
に
差
す
形
式
の
刀
。 

打
刀
の
差
し
添
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
打
刀
を
大
刀

だ
い
と
う

、
脇
差
を 

小
刀

し
ょ
う
と
う

と
い
い
、
合
わ
せ
て
大
小

だ
い
し
ょ
う

と
呼
ぶ
。 

打
刀
の
携
行
が
許
さ
れ
て
い
な
い
所
で
も
脇
差
の
携
行
は
許
さ
れ
て
い
た
。 

 



   刃
長
2
尺
（
約
60
㎝
）
以
上
で
反
り
（
刀
の
湾
曲
）
が
浅
め
の
日
本
刀
。 

脇
差
と
同
じ
く
、
刃
を
上
に
し
て
腰
帯
に
差
す
形
式
の
刀
。 

身
に
着
け
る
こ
と
を
「
差
す
」
「
帯
刀

た
い
と
う

」
す
る
と
い
う
。 

歩
兵
中
心
の
戦
法
が
多
く
な
っ
た
頃
か
ら
、
武
士
の
間
で
も
多
く
普
及
し

始
め
た
。
こ
こ
ま
で
の
短
刀
・
脇
差
・
打
刀
を
一
般
的
に
「
刀
」
と
呼
ぶ
。 



   

刃
長
2
尺
（
約
60
㎝
）
以
上
で
反
り
（
刀
の
湾
曲
）
が
深
い
日
本
刀
。 

腰
か
ら
吊
り
下
げ
、
刃
が
下
に
な
る
よ
う
に
佩 は

く
。(

身
に
着
け
る
こ
と
を

「
佩 は

く
」
「佩
用

は
い
よ
う

」
す
る
と
い
う
。) 

馬
上
で
振
る
う
こ
と
を
考
え
て
造
ら
れ
て
い
た
た
め
、
歩
兵
中
心
の
戦
法
が

多
く
な
っ
た
頃
か
ら
次
第
に
廃
れ
て
い
っ
た
が
、
儀
式
用
や
大
将
ク
ラ
ス
の

将
軍
の
武
器
と
し
て
存
在
し
続
け
た
。 



   刃
長
3
尺
（
約
90
㎝
）
以
上
の
長
い
日
本
刀
。 

太
刀
の
中
で
も
特
別
大
き
な
刀
の
こ
と
。
戦
闘
用
と
し
て
鍛
え
ら
れ
た 

大
太
刀
の
総
称
を
「
野 の

太
刀

だ

ち

」
と
い
う
。
（
※
諸
説
あ
り
） 

絶
大
な
破
壊
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
時
代
か
ら
安
土
桃
山

時
代
に
か
け
て
武
士
の
間
で
流
行
し
た
が
、
薙
刀
や
槍
を
多
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
徐
々
に
廃
れ
て
い
っ
た
。 



   長
い
柄 つ

か

の
先
端
に
1
尺
～
3
尺
の
刃
物
を
装
着
し
た
長 な

が

柄 え

武
器
の
こ
と
。 

歩
兵
や
僧
兵
だ
け
で
は
な
く
、
武
士
の
主
要
な
武
器
の
一
つ
と
し
て 

戦
場
で
多
く
使
用
さ
れ
た
。 

基
本
、
薙
刀
は
消
耗
品
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
「
薙
刀
」
と
し
て

現
存
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。 

江
戸
時
代
以
降
は
、
武
家
の
女
性
の
教
養
・
護
身
術
と
し
て
の
面
が
強
く

な
っ
た
。 



   長
い
柄
の
先
端
に
、
剣

つ
る
ぎ

形 が
た

の
穂 ほ

と
呼
ば
れ
る
両

り
ょ
う

刃 ば

を
は
め
込
ん
だ 

長 な
が

柄 え

武
器
の
こ
と
。 

剣
同
様
「
突
く
」
こ
と
に
特
化
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
薙
刀
に 

変
わ
っ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

戦
国
時
代
の
集
団
戦
に
お
け
る
主
力
武
器
で
あ
る
。 



 

 

 

 

 刀工
と う こ う

とは、刀剣を作る職人のことで「刀匠
とうしょう

」「刀
かたな

鍛冶
か じ

」とも呼ばれます。 

刀派
と う は

とは、弟子や一族などで技術を継承してい

る刀工集団のことです。 

この章では、特に有名な刀派と刀工を紹介します。 

（左の図） 

尾形
おがた

月
げっ

耕
こう

の『月
げっ

耕
こう

随筆
ずいひつ

 稲葉山
いなばやま

小鍛治
こ か じ

』より。 

刀工、三条
さんじょう

宗近
むねちか

が稲葉明神の化身とともに作刀する謡「小鍛冶
こ か じ

」を

題材としたもの。 



 鎌倉時代後期。備前
びぜんの

国
く に

（現・岡山県）で活躍した 

刀工集団。通称：備前長船といい、日本刀史上最

も多くの刀工を輩出した一大流派といわれている。 

華やかな乱
みだれ

刃
ば

（大きく波打つような刃
は

文
もん

のこと）を 

得意としており、織田信長は、この長船派の開祖で

ある光
みつ

忠
ただ

の刀を特に好んで収集していた。 

この光忠の子である「長光
ながみつ

」と、光忠から見て曾孫

に当たる「兼光
かねみつ

」、長船派の流れを組んでいる

「元重
も と し げ

」と「長
ちょう

義
ぎ

」の四人を「長船四天王」と呼ぶ。 

岡山県瀬戸内市長船町

長船にある、備前長船

刀剣博物館。 



 

 
鎌倉時代中期。山城

やましろの

国
く に

（現・京都府）で活躍した

刀工集団。 

短刀の名手として有名で、上品な直
すぐ

刃
は

（まっすぐな

刃の模様のこと）が特徴。 

一番有名なのは粟
あわ

田
た

口
ぐち

吉光
よしみつ

。通称：藤
と う

四
し

郎
ろう

吉光
よしみつ

と

も言い、戦国時代ではこの吉光の刀を持っているこ

とが、武士の 1つのステータスとも言われていた。 

豊臣秀吉により、五
ご

郎
ろ う

入道
にゅうどう

正宗
まさむね

、郷
ご う

義弘
よしひろ

とともに

「天
てん

下
が

三作
さ ん さ く

」と呼ばれる。 

京都府京都市東山区粟

田口鍛冶町にある、粟田

神社の境内に鎮座する

「鍛冶
か じ

神社」 



 
伊勢
い せ の

国
く に

桑
く わ

名
な

郡
ぐん

（現・三重県桑名市）で活躍した刀工。 

祖は千
せん

子
ご

村
むら

正
ま さ

。“村正”の名は代々継承されている個人名であ

る。非常に切れ味が鋭く、戦国時代では至上の業物
わざもの

（実戦刀）と

して愛された。 

徳川家を祟る妖刀として有名だが、愛知県の徳川美術館は家

康の形見の品として村正の刀を保管している。 

このことから徳川美術館は、家康が村正を嫌ったというのは「後

世の創作」で本当は村正を好んでいたのではと発言している。 

しかし、この伝説を聞いた武将たちは真偽不明であっても、「徳

川家を祟る妖刀」を所持することはやはり躊躇したのか、「村正」

の銘
めい

（刀工の名）を消したり、銘の一部を変えて手元に置いた。 

家康の形見の品として 

村正を所蔵している、 

愛知県の徳川美術館。 



 鎌倉時代後期。相模
さがみの

国
く に

（現・神奈川県）で活躍した

刀工で、名を五
ご

郎
ろう

入道
にゅうどう

正宗
まさむね

という。 

多くの素晴らしい作品を作り上げたが、銘（刀工の名）

が入った刀は非常に少ない。 

多くの弟子を持ち、後世に付けられた名称ではある

が、特に優れた 10 名を“正宗
まさむね

十
じ っ

哲
てつ

”と評している。

（※所説あり） 

日本の刀工史上最も有名な刀工との声が多く、刀を

よく知らない人でも「正宗」と「村正」の名は知っている

という事も多い。（村正については別置パネル参照） 

正宗作の国宝、日向
ひゅうが

正宗

を所蔵している東京都の

三井記念美術館。 



 江戸時代を代表する名工。長
なが

曽
そ

祢
ね

興里
おきさと

虎
こ

徹
てつ

とも言

う。かの有名な“虎徹”は彼が作刀した刀剣のこと

である。 

齢 50 にして刀工へと転身した遅咲きの名工であ

り、その前は甲冑
かっちゅう

の制作を生業
なりわい

としていた。 

江戸時代後期には、大名道具の 1 つとまで言われ

ており、主に上流階級の者が所持していた。 

当時から人気が高く、その人気故に興里存命中に

も関わらず贋作
がんさ く

が横行し、現在でも刀剣業界には

「虎徹を見たら贋作と思え」という鉄則があるほど。 

虎徹の名を一躍有名にし

たのが、新選組局長近藤

勇。しかし、彼の所持する

虎徹は真贋不明。 



①～③ 太刀 号 無し  作者：伯耆
ほ う き

国 大原
おおはら

真
さね

守
も り

   所有者：堀田 弥五郎正泰 

④～⑤ 剣  号 無し  作者：備前国 長船
おさふね

長光
ながみつ

   所有者：不明 

⑥（上） 打刀 号 無し  作者：不明            所有者：服部 小藤太 

⑥（下） 打刀 号 無し  作者：不明            所有者：服部 小平太 

                                      （服部 一忠） 

⑦（上） 打刀 号 無し  作者：不明            所有者：澤井 雄重 

⑦（下） 脇差 号 無し  作者：美濃国 相模
さがみの

守
かみ

政
ま さ

常
つね

 所有者：澤井 雄重 

この章では、津島に縁のある人物が所有していたと伝わっている刀剣を

写真で紹介します。 



 

 

  

① 津島神社絵葉書より 太刀 



 

 

  

② 津島神社絵葉書より 太刀 



 

 

 

 

 

  

③ 昨年 4 月 津島神社一般公開より 太刀 



 

  

④ 津島神社絵葉書より 剣 



 

  

⑤ 昨年 4 月 津島神社一般公開より 剣 



 

  

⑥ 上 服部 小藤太          所持刀 

下 服部 小平太（服部 一忠） 所持刀 



 

 

 

 

⑦ 澤井 雄重 所持刀 



  

国重要文化財 太刀  銘
め い

 真
さ ね

守
も り

     所有：津島神社 

紹介：作者である大原
おおはら

真
さね

守
も り

は、刀剣界では有名な童
ど う

子
じ

切安
き り やす

綱
つな

の作者、

安綱の子と言われている。 

明治維新後の社家離散の際、行方不明となっていたが、大正八年に同

社に戻って来たという経緯がある。 

社家離散後、刀は各地を転々とし、聞くところによると、これを所有すると

良くないことが起こるので、最後の所有者であったとある貿易商が、これ

を海外へ売り渡そうと税関手続きをしたところ、国外搬出を禁止された。 

困っている所に偶然同じく貿易商を営んでいた津島出身の伊藤幾
い く

林
り ん

氏

が居合わせ、津島神社へ持ち込み、これを買い戻したと伝わっている。 
 



 

この時、幾林氏から同社が買い戻した金額は金壱千五百円。 

現在の価格でいうと、およそ 225万円である。 

なぜ、行方不明の太刀だと確認できたかというと、行方が分からなくなる 

以前に、旧社家の氷室
ひ む ろ

光
みつ

大
だ

夫
ゆ う

がこの太刀袋の端を切って、茶
ちゃ

袱
ふ く

紗
さ

に仕

立てて保管していた事がわかり、太刀に附属していた袋と見比べてみた

ところ、色目模様共に“全く同じ品”で一致した為、相違ないことが確認

できたのだという。 

そんな数奇な経緯を持つ太刀は、今年で国重要文化財指定から丁度

100年目となる。  ありがとうございます！  刀見つけました！ 



 

 

 

 

絵画は鑑賞するポイントを、スポーツは観戦方法やルールを知っている状態とそうでない状態

とでは全く感じ方や捉え方も変わってくるものです。それは刀剣も同じ。 

しかし、刀剣界の用語はとても難しく、敷居が高いのもまた事実です。 

この章では、刀剣を美術品として楽しむ時のために、ぜひ知っておいてほしいポイントを二つ、

初心者の方でも分かり易いようにご紹介したいと思います。 

刀剣の展示で使われる、主な展示ケースは二つ。 

一つめは、360度見渡せる展示ケース。 

二つめは、壁側一列に並ぶ長方形の展示ケースです。 

対象である刀剣に当たっている照明の光などを利用し、刃文（刀の模様）や

銘（刀工の名前）などを観ていきます。 

しかし、刀剣も照明も自分から動いてはくれません。鑑賞している私たちが

動くしかありません。EXILEの Choo Choo TRAINを意識すると良いでしょう。 



 

刃
は

文
も ん

 

刃文とは、刀剣の制作過程で刃先の強度を上げる為に焼
やき

刃
ば

土
づち

という土を塗り、高温

で熱してから、水に入れて急激に冷やした後、刃先を研磨
け ん ま

する事にとって生まれる

刀剣の模様のことである。刀剣を観て最初に分かる違いの一つで、刀工によってそ

れぞれ特徴がある。しかし、刃文の違いに切れ味は一切関係無い。 

刃文とは、刀工らが追及する刀剣の美を分かりやすく表している部分といえる。 

刃文は大きく分けて、真っ直ぐな“直
すぐ

刃
は

”と波打つような“乱
みだれ

刃
ば

”の二つで分けることができる。 

基本的に、直刃以外はすべて乱刃でその特徴ごとに異なる名称を持っている。下記はその一部である。 

乱
みだれ

刃
ば

 丁
ちょう

子
じ

（乱刃） 互
ぐ

の目
め

（乱刃） 直
すぐ

刃
は

 

乱刃 直刃 



 

地
じ

鉄
がね

 
地鉄とは、刀剣の材料である玉

たま

鋼
はがね

を何度も叩いて折り返して重ねる（鍛錬
たんれん

する） 

ことによってできる刀剣の肌（鉄）の模様のことである。 

原材料や技法によって模様が変わるため、その地域や刀工の特徴が出やすい。 

そのため刀工不明の刀剣を鑑定する際は、地鉄を手掛かりとすることもある。 

綾
あや

杉
すぎ

肌
はだ

 板
いた

目
め

肌
はだ

 杢
も く

目
め

肌
はだ

 柾
ま さ

目
め

肌
はだ

 

地鉄いろいろ 

木材を縦に切断 

したような模様。 

波打つような模様。

月
がっ

山肌
さんはだ

ともいう。 

木材を横に切断 

したような模様。 

木材の年輪のような

模様。 



 

 

 

  刀剣の展示における刀の置き方 

上の画像は、どちらかが“太刀”で、どちらかが“打刀”である。 

答えは、左の刃が下なのが“太刀”で右の刃が上なのが“打刀”。 

刀剣は、鋒
きっさき

（刃の先）を右、茎
なかご

（刀を持つ時に手で握る方）を左に置く。理由は、この状態が刀剣の表だから

であり、裏の彫り物を見せたいなどの特殊な時を除いて、基本的にこの展示の仕方は変わらない。 

では何故同じ刀剣なのに刃の向きが違うのか。それはどう身に付けるかで変わってくる。 

番外編 



 

 

上の図のように、太刀は刃を下にして腰から吊るして“佩く”。打刀は逆に、刃を上にして着物の腰帯に“差す”。 

この身に付け方の違いが、展示にも反映されているのである。 

太刀は、馬上戦で使うことを考慮して作られている為、馬を操るのに邪魔にならず、不安定でも太刀を抜いた時

に、危険でないように、刃は下に向けられている。 

しかし室町時代に入って以降、歩兵戦が中心になってくると今度はいつでも簡単に抜けるようにするため、刃を

上に向けた打刀を腰帯に差すのが主流となってきたのである。（ちなみに打刀以外にも脇差や短刀もこの向き

となる。） 

今回の展示は、真剣（本物）の打刀と模造刀の太刀の展示であるため、是非刃の向きがどちらか、注目し

てほしい。 



私たちの身近な存在だった“刀剣”。そのことを表すように、私たちが普段何気なく

使っている言葉の中には刀剣が由来のものが数多く存在します。 

この章では、刀剣をより身近に感じてもらう為に、その一部をご紹介します。 

意味：相手の話に合わせて受け答えの言葉をはさんだり、うなず

いたりすること。 

由来：刀を作る過程で、原料である玉
たま

鋼
はがね

を師匠と弟子１～２人が

大鎚
おおづち

で交互に打ったことから。 

相 あ

い

鎚 づ
ち

を
打
つ 



 

 

 

 

 

 

 

 

意味：予告なしに、突然物事を行うこと。 

由来：刀を抜くと同時に、斬りつけること。 

意味：その世界で一番格上の人のこと。 

由来：神社など、神様に捧げる刀を造る時の、一番出来良い刀の

こと。 

真
打
ち 

抜
き
打
ち 



 

 

 

 

 

 

 

 

意味：本来あるべきところに戻ること。 

仲違いが解消され、元の関係に戻ること。 

由来：刀と鞘
さや

（刀の入れ物）は反り（湾曲）が違うと入らない。 

その刀専用の鞘に収まる様子から。 

意味：お互いの考えや性格の違いから、人間関係が上手くいかな

いこと。 

由来：刀の反り（湾曲）が、鞘
さや

の反り（刀の入れ物の湾曲）と合わ

ず、入らない様子から。 

反
り
が
合
わ
な
い 

 

元
の
鞘 さ

や

に
収
ま
る 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

最後に今回の展示品についてご紹介します。 

右の刀は真剣
し ん け ん

。本物の刀です。 

左の刀は模
も

造
ぞ う

刀
と う

。刃は本物ではないですが、それ以外の刀
と う

装
そ う

具
ぐ

（刀や鞘
さ や

の装飾品）と

呼ばれる部分は真剣と同じ技術で作られています。 

今回、刀装具についての紹介パネルは、パネル数の制限上作成することができません

でしたが、職人魂溢れる繊細な刀装具の方も、ぜひご覧ください。 

出典一覧 

『BRUTUS 2018年 9/15号』 マガジンハウス  『日本刀を嗜む』 刀剣春秋編集部 監修 ナツメ社 

『朝日新聞 朝刊 2015年 8/30』           『月耕随筆』 武川利三郎 著 

『津島の文化財』 津島市教育委員会       『津島市史 第 5巻(通史篇)』 津島市教育委員会 

『図説・日本刀大全 決定版』 稲田 和彦監修・文 学研    刀剣ワールド HP 



 
 ①真剣（銃刀剣登録証付き） 

種類：打
う ち

刀
がたな

 

製作：備州 長船則光
お さ ふ ね の り み つ

 

明応
め い お う

8年（1499年） 

521年前・室町時代 

刃渡：約 61.9㎝ 

全長：約 74.5㎝ 

重さ：約 524g 

解説：直
す ぐ

刃
は

・柾
ま さ

目
め

肌
は だ

 

※市内個人所蔵 

 ②模造刀 

種類：太刀
た ち

 

製作：三条
さ ん じ ょ う

小鍛冶
こ か じ

宗
む ね

近
ち か

 

刃渡：約 73㎝ 

全長(鞘込)：約 102㎝ 

重さ：約 1370g 

解説：なし 

※こちらの刃は本物ではありません 


